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１．目的 

 短繊維混合補強土工法は、土または安定処理土に短繊維を混合することで強度、靭性（ねばり強さ）などの力学

的特性の向上や、降雨・流水などに対する耐侵食性の向上などを期待する工法である。筆者らは、開発当初の研究

成果 1)を念頭に置きつつ、建設発生土の高度な有効利用を図るために、本工法の経済性の追求と適用範囲の拡大を

目指す一環として、短繊維混合補強土の諸特性について試験・報告を行ってきた 2)。今回はその中の配合試験に着

目し、標準的な利用を考えている繊維長を用いた短繊維混合補強土の配合試験の際に、汎用性や簡便性、経済性を

考えた小口径モールドでの一軸圧縮試験の適用の可否を判断しようとするものである。本報は、モールド径や締固

め度、繊維混入率を変えて実施した一軸圧縮試験の結果について報告する。 

２．試験方法 

２－１ 使用材料 

 実験に用いた使用材料は文献 3）に示している。 

２－２ 試験ケース 

これまでの配合試験では礫径を考慮した供試体寸法の決定方法に倣い、供

試体寸法として直径 10cm×高さ 20cm（以下φ100 供試体）を採用していた。

今般、標準的な直径 5cm×高さ 10cm（以下φ50 供試体）の供試体との比較

を行うことにより、その適用性の可否を判断することとした。比較検証のた

めに原料土、締固め度、繊維混入率をパラメータとして一軸圧縮試験を行っ

た。試験ケースを表－1に示す。なお、繊維混入率 0%については、供試体の

自立が可能であった細粒分質砂の締固め度 95%の場合のみ実施した。 

２－３ 試験方法 

試験は JIS A 1216 - 2009「土の一軸圧縮試験方法」に準拠した。供試体の作製は事前に繊維を撹拌混合し

た試料を最適含水比で締固めることとし、モールドに三層均等な厚さとなるように投入して締め固めた。次層

投入の際には、先に締固めた層の表面を荒らして繊維を毛羽立たせることにより、境界面での繊維の分離が生

じないようにした。予備実験的に両端を人力で引っ張った破断面は、境界面以外で破断したり、境界面で破断

したものも十分に繊維の解繊・分散・絡み合いによる一体化が見られており、作製方法の妥当性を確認できた。 

３．試験結果 

３－１ 一軸圧縮試験結果の評価 

図－1に細粒分質砂に繊維を原料土に対する乾燥質量比で 0.2%混入し 95%に締め固めたφ100供試体の一軸圧縮

試験結果を、写真－1 に同供試体の試験終了後の破壊状況を示す。写真－1 から、せん断面が右下がりで発生してお

り、せん断面上部のブロックの先端は下部加圧版に接している状況が分かる。このため、応力～ひずみ曲線も図－1

のように、一度ピークを迎えたのちに再度応力増加するような結果となっている。この例以外にも降伏点を迎えた

以降に下に凸となるような応力の伸びを示す試験結果も散見された。本報告ではこのような試験結果については結

果の見直しを行い、図－1であるならば第一段階での降伏点を真の一軸圧縮強さとして評価することとした。  
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３－２ 試験結果 

図－2 と図－3 に砂質土と細粒分質砂のそれぞれにつ

いてφ50 供試体とφ100供試体について実施した一軸

圧縮強さを繊維混入率との関係として示した。 砂質土

のφ100 供試体の試験のうち繊維混入率 0.1%の結果に

ばらつきは見られるが、総じて繊維混入率が大きいほど、

また締固め度が大きいほど一軸圧縮強さも大きくなっ

ていることが読み取れる。この結果は、過年度報告した

直径 7cm×高さ 14cm（以下 φ70 供試体）を用い、豊浦

標準砂（細粒分含有率 21.9%）を締固め度 85%に締め

固めて一軸圧縮試験を実施した結果 4）などとも整合し

ており、土質性状や締固め度に係わらず、繊維混入が強

度増加に寄与することを示している。 

図-4 は、試験ケース毎に 3 本づつ

実施した結果を平均し、それぞれの条

件下でのφ50 供試体一軸圧縮強さ

（φ50qu）、φ100 供試体一軸圧縮強

さ（φ100qu）としてその相関を取っ

たものである。実線はφ100qu＝φ

50quを表し、点線は各々0.9 倍のライ

ンとなっている。試験データ 9 点につ

いての相関式は次のようになってい

る。 

φ100qu＝0.919×φ50qu 

r＝0.987 

４．まとめ 

 短繊維混合補強土の一軸圧縮強さ

に与える供試体サイズの影響につい

て、原料土や繊維混入率、締固め度を

変化させて試験を実施した。繊維長については最も汎用性が高いと思われ

る 40 ㎜を使用しているが、相関係数は 0.987 と高い相関を得ることができ

た。この結果より、φ50 供試体により配合強度としての強度を決定する際

は 1 割程度割り引いて考えるのが実務的であると考えられる。 
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（a） φ50 供試体      （b） φ100 供試体 
図－2 砂質土の一軸圧縮強さ 
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図－3 細粒分質砂の一軸圧縮強さ 

0

100

200

300

400

0 100 200 300 400φ
10

0 一
軸
圧
縮
強
さ
（k

N
/m

2 )

φ50一軸圧縮強さ（kN/m2)

砂質土
Dc=90%

砂質土
Dc=95%

細粒分質土
Dc=90%

細粒分質土
Dc=95%

図－4 一軸圧縮強さの 
       供試体寸法比 

細粒分質砂 
繊 維 混 入 率 0.2 ％ ，

Dc=95% 
図－1 応力～ひずみ曲線  写真－１ 破壊状況 
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